
倶高だより □■□

〔 第３ 号 〕

令和３年 ３月 １日（月）

北海道倶知安高等学校

校訓「進取・創造・自律」

「不羈卓犖」とは校歌にある一節で、倶高の伝統的精神 － 偏見や古い考えに束縛されず、自由に学び、抜き出て優れていること－を表しています

ふ き た く ら く

卒業生の皆さん、そして保護者の皆様、ご卒業

おめでとうございます。心よりお喜び申し上げま

す。卒業に至るまで、本人の努力はもちろん、保

護者の皆様には多くのご苦労があったと拝察い

たします。また、PTA活動や学校行事など本校の
教育活動にご理解とご支援を賜り深く感謝申し上げます。

さて、私たちの日常生活は、決して順風満帆なわけではありま

せん。思うようにいかなかったり、苦しい時、辛い時は必ずある

ものです。新型コロナウイルスによるパンデミックなど、先行き

不透明な課題が次々に発生し、今、世界は混沌としています。そ

うした時代だからこそ、この先の時代を生き抜いていくため、そ

してこの難解な課題を解決していくために、自分の頭で考え続け

ることが本当に必要となってきます。

～ 自分の頭で ～

校長 西 川 勤

自分の頭で考えようとすると、「世間が」、「社会が」、「前

例が」という同調圧力は常に出てきますが、その様な力に

屈することなく、これから経験するであろう様々な困難を

乗り越えていってほしいと願います。

最後になりますが、困難な時、勇気をくれる魔法の言葉

を紹介して、皆さんへの餞の言葉とします。

魔法の言葉＝「おいあくま」。「怒るな、威張るな、焦る

な、腐るな、負けるな」の頭文字。特に、「怒るな」「威張

るな」の言葉を忘れずに。それは、これからの多文化共生

のグローバル社会においては、弱い人たちの立場に共感で

きる「人としてのやさしさ」や「寛容」がますます大切に

なってくるからです。皆さんの未来に幸多からんことを！

Von Voyage!!

この３年間はどうでしたか。ブラックアウト、大学入試制度の大幅な改変、コロナ対策、休校、

突然の部活引退、短い夏休み、最後の学校祭中止といった激動の高校生活の中で、みんな逞しく

生きてきたのではないでしょうか。

３年前の入学時、「高校は自立に向けた最終ステップの場です。」とここに書きました。今の自

分を見てどうでしょうか。自分ではなかなか気づかないかも知れないけれど、話している内容、

友達との関わり方、行動する時の考え方、人への気遣い、勉強に取り組む姿勢、どれを取ってみ

ても１年次だったあの時とはひと味もふた味も違うと私は感じています。今までの自分の成長に

自信を持ち、そしてこれからも取り組んだ分だけ成長していく自分を信じて、新しい環境の中で

も困難に立ち向かっていって欲しいと思います。

保護者の皆様お疲れ様でした。私は手助けが過ぎると本人のためにならないという考えでいた

ため、物足りなく思われた方もいるかと思います。そんな担任でしたが、今までのご支援、ご協

力誠にありがとうございました。

最後に、次の人生のスタートラインに立ったばかりの卒業生の皆さんに、

「卒業おめでとう」の言葉を贈ります。元気でね。
【3Ｂ 担任】 川 端 寛 之

【3Ａ 担任】 宮 田 志 明

倶知安高校での３年間はどうでしたか？たくさんの出会いがあり、喜怒哀楽や感動のある充実

した日々だったのではないでしょうか。何事にも一生懸命に取り組むみなさんの姿が、今も目に

焼き付いています。

みなさんは様々なことを乗り越えてきました。特に最終学年では、コロナ禍による生活様式の

変化や進路を決定していく上で様々な制度の変更などがありましたが、柔軟に対応し、今日この

日を迎えていると思います。

「ねだるな 勝ち取れ さすれば与えられん」

とあるアニメのセリフですが、何事も与えられるのを待つのではなく、自分から求めて動くこと

が大事であるという意味です。皆さんがこれからも様々な困難を乗り越え、活躍していくことを

期待しています。卒業おめでとうございます。最後になりますが、保護者の皆さま、今までのご

協力・ご支援ありがとうございました。



【3Ｃ 担任】 江 良 明 美

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。倶知安高校での3年間はどのような日々でした

か。この3年間で、色々な体験をしたと思います。皆さんの成長をそばで見ていましたが、各自

が自分で考え行動できるようになり、とても嬉しく思っています。これからは、それぞれの道を

歩んでいきますが、楽しいことばかりではないでしょう。つらいこと、苦しいこと、悩むことな

どがあると思います。その都度、周りの助けを借りながらも、自分自身で考え、決断し、進んで

いってほしいと思います。自分が挑戦したいと思うことには果敢に挑戦し、更に成長していって

下さい。挑戦とは自分自身への挑戦です。過去の自分、今日の自分自身と戦って打ち勝ち、一つ

一つ進んでいくことに価値があります。皆さんの今後の活躍、輝かしい未来に、期待しています! い

つまでも応援しています! 最後に、保護者の皆様、今までの暖かいご支援、ご協力本当にありがと

うございました。

年 次 主 任 【3Ｄ 担任】 児 玉 春 彦

卒業生の皆さん、保護者の皆さん、この度は卒業おめでとうございます。皆さんはこの３年間の

中で、勉強、部活、学校行事を通じ、たくさんの事を経験し、学習したと思います。私にとっても

皆さんと過ごしたこの３年間は、色々なことを学ばせて頂きました。

さて、皆さんの人生はこの先何十年も続きます。きっとこれからもたくさんの良い出来事が待っ

ている事と思います。でも、ひょっとすると困難にぶつかってしまう事もあるかもしれません。そ

のようなときに高校３年間で頑張った経験を生かし、立ち向かってください。きっと皆さんなら乗

り越えられるはずです。今年度は、コロナ禍の影響で、最後の１年間の学校生活を思う存分送る事

ができなかったかもしれませんね。しかし、私は、その分だけ皆さんが密度の濃い１日１日を懸命

に過ごしていたと確信しています。最後になりますが、色々な場面で自分を大切にしてください。

３年間ありがとうございました。


